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パッド冷房実施中の温室内平均気温は 28℃以下であり，また実際のパッド冷却効率は 0.7 ～ 0.8 であり，
パッド冷房効果は比較的良好なものと考えられた。温室内気流速度分布は排気ファンの運転条件によっ
て変化するが，室内気流速度は最大 1.0m/s と緩慢であった。温室内には，パッドからファンまでの水






















ン冷房温室の熱的環境に関する定常熱収支解析および CFD（Computational Fluid Dynamics）解析を行い，総
合的に本システム設計上の課題について考察を行ったものである。
これまで，パッドアンドファン冷房温室の冷却効果について多くの研究がなされ，その効果が確認されて
いる。しかしながら，実際にパッドアンドファン冷房システムを利用した大型温室内の空間的気流速度分布，
温度分布など空気分布特性についての実測・検討例は少ない。そこで本研究では，まず，パプリカを栽培す
る大型パッドアンドファン冷房温室において気象条件，換気量，室内温度分布，気流速分布などの実測を行
い，冷房効果および室内空気分布について検討を行った。パッド冷房温室内には，水平および垂直方向に大
きな温度分布・昇温が存在することを定量的に示し，温室冷房設計においてこれら空気分布性への対策の重
要性を示唆した。パッドアンドファン冷房方式に固有の温室内昇温について定常熱収支解析を行い，昇温に
与える外部日射量および温室換気量の影響について定量的解析が加えられた。次いで，CFD 法によりパプ
リカ植栽層の存在を想定したパッド冷房温室内の気流速及び温度分布について解析を行った結果，温室内気
流速及び温度の計算結果は実測データとよく一致し，CFD 解析の妥当性が認められ，温室内環境解析の有
効な手法であることを示した。
以上のように，パッドアンドファン冷房システムとそこでの空気分布特性に関する基礎的研究は，本冷房
システムの適用性ならびに外部気象条件と温室内の熱環境形成要因の相互関係を明らかにし，大型温室にお
ける冷房設計指針を提示する成果であり，農業工学や施設園芸工学などに関連する分野に貢献する。
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
